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第 5回 中四国ブロック研修会報告 
鳥取赤十字病院 入川 富夫 
開催日時：平成 27年 11月 28日（土）～29日（日） 開催場所：鳥取赤十字病院 
本年度で 5 回目数える標記研修会ですが、初となる 2日間研修を企画いたしました。多くの施設のご
協力を得て下記プログラムにありますように会員レクチャー8 演題、会長講演、教育講演、そして、竹
安理事をお迎えして「赤十字技師会ホームページの活用」と題して講演頂きました。研修会 2 日前に
寒波が到来して鳥取市内も雪が降り、瀬戸大橋の不通や飛行機の発着を心配しておりましたが、当日
は気温も上がり風も収まり中四国会員、本部理事を含め 39 名、当院の技師 12名を加え総勢 51 名の
出席でした。 
（開会挨拶） （会場風景） 
当院は、本年創立 100 周年を迎え祝賀会 や記
念事業を開催した記念すべき年に当たります。
また、平成 30 年 5 月のグランドオープンに向
け、新棟の建築中でもあります。よって、昭和
38 年築のレトロ感満載の研修室での開催となり、
工事の関係で暖房が利かない等、悪条件の中で
の開催となりました。暖房はファンヒータ 3 台
を使用してしのぐことができました。このよう
な中、竹安理事の「ホームページの活用」では、
知らない多くの機能があることを知り、有効活用すれば会員にとって大きな武器になることが判明
しました。今後、聴き得た情報を施設に帰り広めて頂けると信じております。会員レクチャーでは、
MR，CT，消化管、一般と 1 レクチャー30分枠が足らない内容で、質疑応答でも関心の高さが窺えま
した。教育講演では、当院放射線科部長に
「急性腹症の画像診断」と題して講演頂きま
した。14 症例を高山植物のスライドを挿みな
がら詳しく説明して頂けました。講演を聴い
ていて思ったことは、他の検査情報との総合
評価から、疑われる病名の確固たるサインを
みつけられた時以外は軽はずみにコメントす
べきでないということでした。われわれは医師
では無いので診断することはできません。し
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かし、実質的に疑われる疾患部を強調表示したり画像再構成で医師が診断しやすい画像を提供した
りと、読影できなければできない業務を日々行っています。これは、正しく読影の補助ではないでし
ょうか。小林先生の講演も予定を大幅に超過して情報交換会が 30分も遅れてしまいました。 
19 時より、待ちに待った情報交換会が始まりました。季節がら鳥取の味覚、松葉ガニのコース料理
を準備いたしました。予算の関係で徴収金額は多くなりましたが、せっかくの機会なので研修会出席者
は全員参加して頂きました。先ずは食べることに集中、カニ料理は両手が塞がりアルコールの消費が
いつもより少 なく、予算の範囲内に収まりホット一息。時間も忘れ気が付けば早 21時 30分。カニの
お出しが利いたお鍋にご飯と溶き卵を投入、締めのおじやの完成です。 
そのお味は、、、、、です。その後は 2次会、3次会とお宿の門限を少し過ぎた深夜１時過ぎに散会。お
疲れさまでした。 
2 日目は、8 時 30 分から会長講演で幕を開けました。皆、不思議と元気な姿で会場入り。清水
会長講演の中で、①学術総会の地方大会開催についての模索、②日本赤十字社医学会総会での 1 施
設 1 演題の登録、③職員交換研修制度創設の 3 点が興味を引いた。特に職員交換研修制度は私自身
が組合活動をしていたころ、日赤施設間研修制度の創設を訴えてきた経緯があり、とても興味深か
った。現に、平成 26 年 5 月より伊勢赤十字、名古屋第二で始まっているとのこと。また、平成 28 年
度には制度を策定し、本格的に始動するようです。これが全国規模で開始されれば相乗効果で施設自
体がより良い環境になるような気がする。伝統もよいが新たな風も期待したい。 
その後 12時過ぎまで、会員レクチャーが 5演題続き、各施設のスキルの高さが窺えた。 
次回（平成 28年度）は広島での開催を決定し閉会となりまし
た。 本部役員の皆様、遠路遥々お越し頂きありがとうござい
ました。 
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研修会プログラム 
11月 28日（土）1日目 
12：30 受付開始 
13：00 施設見学 
13：30 施設代表者会議 
14：00 開会 
研修会テーマ【読影の補助】 
【司会】鳥取赤十字病院 池原 準 
開会挨拶 
鳥取赤十字病院 入川 富夫 
14：10 基調講演 
【座長】松江赤十字病院 磯田 康範 
『日赤技師会ホームページの活用』 
日本赤十字社診療放射線技師会 常任理事 竹安 直行 
15：00 会員レクチャー 読影の補助（part1） 
【座長】鳥取赤十字病院 米田 猛 
1．「頭頸部領域の画像診断の補助」 
 岡山赤十字病院 帆足 有布 
2．「救急撮影時の展開、整形外科領域（大腿骨頸部・股関節 etc.）」 
松山赤十字病院 大西 寛典 
3．「読影補助レポート（消化管）」 
 広島赤十字・原爆病院 田中 久喜 
16：40 教育講演 
【座長】鳥取赤十字病院 入川 富夫 
『急性腹症の画像診断』 
鳥取赤十字病院 放射線科部長 小林 正美 
18：20 情報交換 
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11月 29日（日）2日目 
【司会】鳥取赤十字病院 磯見 正美 
8：30 特別講演 
【座長】高松赤十字病院 安部 一成 
『日本赤十字社診療放射線技師会の活動を未来に繋ぐ』 
 日本赤十字放射線技師会 会長 清水 文孝 
9：30 会員レクチャー 読影の補助（part2） 
【座長】鳥取赤十字病院 山根 晴一 
1．「胸部領域：CT」 
 松江赤十字病院 山城 圭進 
2．「救急患者の読影」 
松江赤十字病院 石田 知大 
10：30 会員レクチャー 読影の補助（part3） 
【座長】大分赤十字病院 戸口 豊宏 
3．「救急患者の MRI 検査の現状と頭部領域の MRI 検査」 
 高松赤十字病院 石井 寛人 
4．「急性腹症（虫垂炎）」 
鳥取赤十字病院 澤田 徹也 
5．「MR 検査における稀な症例」 
鳥取赤十字病院 池原  準 
12：00  閉会挨拶 
鳥取赤十字病院 入川 富夫 
